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令和５年５月１日

くまのみずき 第２号

茅ヶ崎市立北陽中学校 学校だより

さわやかな季節
早いもので本日からは５月です。風薫るさわやかな季節になりました。

ピカピカの１年生も入学後１カ月近く過ぎ、少しずつ中学校生活に慣れてきています。１８日には

元気にタケノコ掘りに行ってきました。２１日には昨年実施できなかった部活動説明会がありました。

各部の活動内容をご理解いただき、お子様とじっくり相談をした上で入部を決めていただきたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。

今年度の学校教育活動における「重点目標と具体的な手立て」を次ページに掲載しました。ご覧く

ださい。

春の部活動大会結果
○サッカー部

4月8日（土）春季地区大会 第一中会場

１回戦 北陽・中島合同チーム 対鶴嶺中 ０－９

北陽中 対寒川東中 ２－１

9日（日） 西浜中会場 ２回戦 北陽中 対松浪中 ０－３

16日（日） 湘南ブロック大会 藤沢一中会場

１回戦 北陽・中島合同チーム 対岩瀬中 １－６

22日（土） 湘洋中会場 北陽中対鎌倉二中 ４－０

23日（日） 栄光学園会場 北陽中 対藤沢一中 １－２（延長戦の末敗退） ベスト１６

〇軟式野球部 春季湘南大会

4月8日（土） １回戦 善行中会場 対日大藤沢中 ７－０

16日（日） ２回戦 大庭中会場 対湘南台中 ２－８ 敗退

〇ソフトテニス部 春季地区大会 中島中・柳島スポーツ公園会場

4月16日（日）個人戦 １ペア 準優勝

１ペア ベスト１６ ２ペアは湘南大会へ

4月22日（土）団体戦 中島中・柳島スポーツ公園会場

予選リーグ 対鶴が台中 １－２ 対浜須賀中１－２ 敗退

〇女子バスケットボール部 春季地区大会 松林中会場

4月15日（土） １回戦 対松浪中 ３３－６６ 敗退

〇卓球部春季地区大会 茅ヶ崎市市体育館会場

4月15日（土） 男子団体戦 予選リーグ 対松林中１－３ 対円蔵中０－３

決勝トーナメント 対萩園中１－３ １回戦敗退

女子団体戦 予選リーグ 対松浪中３－０ 対寒川東中１－３

決勝トーナメント１回戦 対中島中３－１

２回戦 対円蔵中０－３

順位決定戦 対浜須賀中３－２ 対鶴が台中３－２ 第３位

4月22日（土） 個人戦 茅ヶ崎市体育館会場

３年生男子の部 ベスト３２ ３名

１・２年生女子の部 第３位 １名さん

３年生女子の部 ベスト３２ ２名

○ソフトボール部 春季地区大会 リーグ戦

4月16日（日） 松林中会場 対合同チーム ０－１２ 対松林中 ６－８

22日（土） 萩園中会場 対浜須賀中 １－８
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2023年度 重点目標と具体的な手立て

１．生徒が安全に安心してすごせる学校生活
①「授業づくり」「学級づくり」の中での自己有用感・自己達成感の醸成

②きめ細やかな生徒指導→厳しくもあたたかい対応、公平・公正な指導、居心地の良い場所づくり

③安全教育・防災教育（避難訓練・防災訓練等）の推進

④いじめ防止対策の推進→起こってしまったら迅速な対応

⑤生徒一人一人の教育的ニーズに合わせた指導

⑥施設・設備の安全点検の充実→破損箇所等生徒にとって危険なことは見逃さない

⑦教育相談体制の充実→担任が中心でなく全員体制

⑧あいさつ運動も含めたあいさつの推進→教職員側から積極的にあいさつしよう

２．インクルーシブ教育の実践
①生徒たちの多様なあり方をお互いに認め合う教育活動の一層の充実

②支援教育の充実→生徒の教育的ニーズにみあった対応と合理的配慮

③授業や教室環境のユニバーサルデザイン化

④SC・心の相談員・ふれあい補助員と特別支援コーディネーターとの連携・指導方針の決定及び定

期的な特別支援会議の開催

３．豊かな人間性の育成
①全ての教育活動の中での取組

②清掃活動の充実→見つけ掃除の励行

③「特別の教科 道徳」への取組

→「考える道徳」「議論する道徳」の推進、自尊感情を育む授業

④いじめをしない、させない、許さないの徹底

⑤体験活動の充実（部活動、自然体験、社会体験、ボランティア活動など）

⑥思いやりのある生徒、自分で考えて行動できる生徒、目標に向かって努力できる生徒の育成

⑦間違ってしまったことを素直に認められる生徒の育成

４．「チーム北陽中」として組織的な対応
①学年・学校全体で対応していく体制づくり

②全国学力・学習状況調査や学校評価の調査結果の分析・共有→客観的な生徒の実態把握

③不測の事態が発生しても適切かつ迅速に対応できる組織体制づくり

④あたたかい雰囲気のある職員室づくり

⑤若手教員の人材育成→あたたかい目で見守り育成していく

５．保護者・地域とともに育てる生徒
①保護者・地域がいつでも学校の様子を知ることができる環境づくり

→教職員による直接の声掛け、○○便り、学校ホームページ、掲示板での伝達

②学校にかかわっている保護者・地域との積極的な協働

③生徒の地域行事への積極的な参加体制の確立

④小学校との連携と共有→小学校の学校教育目標の理解

⑤コミュニティスクール（学校運営協議会制度）における地域との連携

６．授業の「学び」を未来に活かす生徒
①教師が平時より授業を見合う環境づくり

②すべての教師が目的意識をもった校内研究への取組と授業力向上に向けての強い意識

③カリキュラム・マネジメントの実践

④言語活動の充実

⑤基礎的・基本的な知識および技能の習得

⑥家庭学習の推進
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